
T.S.Eliotとその祖父William Greenleaf Eliot
― 未 紹 介 の 説 教 集 3 冊 と そ の 周 辺 ( 1 )

T.S.Eliot and His Unitarian Grandfather

―The Life of William Greenleaf Eliot and His Sermons (1)

Thistowninterestsme&Iseekindadven-

turouspeople;MrEliot,theUnitarianminister,

istheStai】1tOftheWest,&hasasumptuous

chllrCh,& crowdstobearhisreallygood

Sermons.

-RalfWaldoEmersoninSt.Louis｡1852.

Ineverknewmygrandfather:hediedayear

beforemybirth.Buttwasbroughtuptobevery

muchawareorhim;somuchso,thatasacIlild
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はじめに

東京大学総合図書館に､T.S.エリオットの祖父

で､ユニテ1)アンの牧師であったWmiamGreenleaf

Eliot(1811-87)の説教集3種類が所蔵されている｡

これには､同一内容でタイトルの異なるもの､

また出版年の異なる版で寄贈者の違うものが残さ

れていて､合計5冊にのぼる｡そのうち4冊は､

ボストンの AmericanUnitarianAssociationお

よびその関係老から､東京自由神学校 (その歴史

は不明)に寄贈されたものであることが､表紙裏

進 藤 秀 彦

Hidehiko Shindo

Ithoughtofhim asstilltheheadofthe

family-a rulerforwhom in absentia my

grandmotherstoodasvecegerent.Thestandard

ofconductwasthatwhichmygrandfather

hadset;Ourmoraljudgementsiourdecisions

betweendutyandself-indulgence,weretakenas

ir,likeMoses,hehadbroughtdownthetables

ortheLaw,anydeviationfrom whichwould

besinful.

-T.S.EliotinSt.Louis,1953.

に貼られた蔵書票で知られ､日本の ｢ユニテリア

ン協合｣の解散に際 してと思われるのだが.1同協

会から大正13年8月に東京帝国大学に寄贈されて

いる｡残 りの 1冊は､明治の開化に大きな功績を

残 し､また日本にはじめてェマソソ(聖lhflWaldo
Emerson,1803-82)を紹介した外山正一の次男､

外山高一氏から昭和9年に寄贈されたもので､扉

には M.S.Toyamaの署名が見える｡

この5冊のうち､最初に刊行された 1冊だけ､

著老の表記が William G.Eliot,Jr.,Pastoror

theFirstCongregationalSocietyofSt.Louis

となっているが､あとの4冊に見られる肩書きは

PastorortheChurchoftheMessiah,St.Louis

となっており､出版元も､ボストンの American

UnitarianAssociationと表記されている｡

この5冊のタイトルと出版の年次は､以下のと

おりである｡

A-1 Discouyses.ontheUnityofGod･and
OtherSubjects(PrintedfortheAmerican

Unitarian Association,Boston:Crosby,
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Nicols,and Company,ca.1852),loth

thousand,1854.

A-2 DIscou7SeSOntheDocton.nesofChn'S-

tianiiy, (タイトルが異なるが､太文はA-1と

全く異同のないもの),22ndthousand,1890.

B-1 LectuyleStOYoungMen(1853),9thed.,
1869. (外山高一氏寄贈のもの)

B-2 Lectu71eStOYoungMen(1853),12thed.,
1890.

C LeciuyleStOYoungWomen(1853),llth

ed.,1890.

これらは､まちがいな くT.S.エリオットの祖父

の著作でありながら､これまでどの伝記的研究に

も言及されていない未紹介のものである｡

この祖父は､1834年に-ーヴ7-ド神学校を終

えるとすぐ､人々の教化と伝道の理想を抱いてボ

ストンからセントルイスに移 り住み､この地で最

初のユニテリアンの教会を作った｡はじめは The

FirstCongregationalSocietyと呼ばれ､やがて

立派な建物ができて､TheChurchoftheMessiah

と呼ばれたこの教会で行われた1850年頃の一連の

説教が､上に記した 3種類の説教集をなしている｡

T.S.エ リオットが生まれたのは､この祖父が
世を去った翌年のことであったが､セントルイス

の-1)オット家は､このウィ1)アム･グ1)-ソ1)

-フ･エリオットの残 した教えが色濃く支配する

家庭であったことがよく知られている｡特に､詩

人エリオットの人間形成に強い影響を与えた母親

は､結婚して以来､この義父-の尊敬の念を終生

持ち続け､ トム (T.S.エ リオットは家族､革人

たちからはこう呼ばれた)が16歳のとき､自分の

子供たち6人がこの祖父のことを忘れぬように

("LestTheyForget") との思いを献辞に記し

て､この義父の伝記を出版 している (William

GreenleafEliot,Minister,Educator,Philan-

tilrOPist,1904)20
祖父の強い影響のもとにあった家庭に育ったに

もかかわらず､また祖父の教えからそれることの

なかった両親の教育にもかかわらず､エリオット

は､原罪の強調よりも信仰における人間の理性と

道徳を重んじて LiberalChristianityとも呼ばれ

たユニテリアンの教義に疑問を抱きながら成長し､
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A-2Discou7SeSOntlleDoctorinesofCh7istkmily扉

-ーヴ7-ド大学に入学する頃までには､この教

義には全 く関心を失っていたという｡またLyndall

Gordonがまとめたエリオットの伝記によれば､

彼は60歳のとき､ケンブリッジのMagdaleneChapel

で英国国教会の信徒として行った説教のなかで､

自分の幼少期の環境について触れ､両親の家庭を

支配 していた｢理知的で清教徒的な合理主義｣("in-

tellectualandpuritanicalrationalism竹)にはず

っと満足できない思いを抱いていたと述べている4.
しか しながら､エリオットは晩年に至って､自

分の感受性や宗教的な意識の源泉は､自分の生ま

れたアメリカにあると認めるようになり､1955年

に-ソプルグでドイツ人の聴衆を前にして行った

講演のなかでは､自分のことを "aCatholiccast

ofmind,aCalvinisticheritage,andaPuritan

temperament"5をひとつに したような存在である

と自己規定したし､その4年後､Pan.sRevie桝 こ

載せられたインタヴューでも､自分の詩は同世代

の英国詩人たちよりも､アメリカの詩人たちによ

りつながりの深いものであり､自分の詩の源は7

メ1)カにあると､はっきり述べている6.



こうしたエリオットの感受性の背景について､

彼の改宗までを扱った､ゴードンによる精致な伝

記は､あるべき姿を求めて苦 しみ続ける-リオシ

トの意識や宗教的想像力の板には､彼の青年時代

までのアメリカが決定的な影を落しているとして､

彼の祖父の姿や､母親の詩に繰 り返 し現われる宗

教的英雄たちの人物像,また毎年夏を過ごしたニ

ューイングランドの海辺の景物にその原型を求め

ている｡

Ⅰtishardtosayexactly壬10WOrWhenthe

commandingideaisbornbut,inEliot'scase,

an obvioussource suggestitselfin the

dramatic figures that surrounded llis

Americanyouth.Theshadowyexemplary

figurethathauntsEliot'Spoetrymaybe

tracedbacktot九emodelgrandfather,whom

Emersoncalled t̀heSaintortheWest',to

theNewEnglandmother'sheroesortruth

andvirtue,tothehardyfisllermenOfCape

Ann,Massachusetts,andtherockpooland

silencesbetweenthewavesthatshapedEliot's

religiousimagination.Towardstheendof

-/-h761if-eEliotcametoseehispoetryasmore
AmericanthanEnglish: ‥̀ .initssources,

initsemotionalsprings,itcomesfrom

America.'7

ここでは､ユニテリアンの牧師でありながら､

エリオットに "Calvinisticheritage"を残 し､

"Puritanicaltemperament"を伝えたと思われる

彼の祖父の姿を迫ってみたい｡

1. "ModelGrandfather"

T.S.エリオットの伝記のはじめには､彼の父母

とならんで､エリオット家のモーゼとも言 うべき

彼の祖父のことが必ず語られる｡詩人となるトム

が生まれる前年に世を去ったユニテリアンの牧師､

WilliamGreenlearEliot(1811-87)である｡T.

S.ェリオットがチャールス河の近 くにではなくミ

シシッピー河のほとりで生まれ育ったのは､この

祖父の若き日の使命感と決意が生んだ結果とも言

える｡

ウィt)7ム･グ1)-ソ1)-フ･エ1)オットは､

宗教家の理想主義と､現実的な事業家としての指

導力を併せ持つ,ユニテt)アンの一典型とも言う

べき人であった｡この祖父は､23歳で-ーヴ7-

ド神学校を終えると､ただちにセントルイスに移

り住み､当時まだ辺境の新興都市であったこの地

で最初のユニテリアンの教会を組織 し､立派な教

会堂を建てただけでなく､つぎつぎに三つの学校

を設立 し､また､はじめ EliotSeminaryと呼

ばれた現在のワシントン大学の創立にあたっては､

その中心的な役割をはた して､その最晩年には5

年間この大学の学長をつとめた｡こうした教育関

係の事業だけでなく､日頃から禁酒運動や婦人の

参政権獲得のために力を注ぎ､洪水､大火,また

1840年代のチフスやコレラの流行のたびごとにそ

の救済のための運動を組織 して､休むことなく人

々のために働いた｡また､家庭にあっては夫の理

想主義を共石する妻に支えられて､息子 4人､娘

1人を育てただけでなく､生涯に26人の孤児たち

をひきとって育て上げた｡そして､50歳のとき､

南北戦争が始まると､傷病兵のための救援団体

WesternSanitaryCommissionを組括して資金を

集め､15以上の野戦病院の設立と維持に大きな行

政的手腕を発揮するなど､その一生を通 じてさま

ざまな社会事業に多くの足跡を残 している｡

このように､彼は生来の指導者であり､その一

生は､信徒たちや地域の精神的支柱として､また

セントルイスのエ1)オット家の中心として､まこ

とにその師表たるにふさわ しいものであったと言

うことができよう.TjleEncyclopediaAmericana
には､この祖父の独立した項目はないが､St.Louis

の項を引くと､南北戦争に際 してのウィリアム･

グ1)-ソ1)-フ･-1)オットの功績が､次のよう

に記されている｡

Besidesrunctioning asamilitarysupply

base,St.Louis,throughouttheCivilWar,

servedasahospitalCenterandasthebead-

quartersortheWesternSanitaryCommis-

sion,foundedbyDr.WilliamGreenleafEliot,
prominentministerandeducator,tocarefor

thesickandwounded.i
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T.S｡- 1)オットは､この祖父の次男 ロenry

wareEliot(1843-1919)を父とする6人の子供

の末子として,セントルイスに生まれた｡父親も

母親(CharlotteChampeEliot,1843-1929)も既

に45歳を迎えており､5番目の子供であった兄Henry

WareEliot,Jr.をのぞくと､あとはすべて姉たち

で､一番上の姉は､ トム･エリオットが生まれた

ときには既に18歳であった｡

この姉たちや､9歳年上の兄は,祖父ウィリア

ム･エリオット牧師の姿をよく知っていたはずで

ある｡ゴードンの伝記は､この祖父の風貌を ｢き

ゃしゃな体格｣で ｢大きく､澄んで温和な目｣("a

narrow frailbodywithlarge,calm,benign

eyes"2)を持っていたと書いているが､残されて

いる2葉の写真を見ると､まだ30代と思われる壮

年期の写真 3でも､また､既に豊かな白いあごひげ

をたくわえ細線の眼鏡をかけた60歳頃の写頁 4で

も､--ソソの姿に似た､なで肩で細身の小柄な体

と､面長な顔のなかで澄んで見開かれているが､

どこか強靭さを秘めている目もとが印象に残る｡

T.S.- I)オットの目が しばしば欝と鋭さを残し

ているのに比べ､この祖父の目には澄んだ明るさ

があり､内面の力を外に向けることができて迷い

のなかった人､いかにもその信念と行動との問に

影が落ちることのなかった人という印象を受ける｡

エリオットは､祖父の顔を直接知ることはなか

ったが､彼の幼年時代の環境には､この祖父の見

えざる姿が遍在 していたと言える｡祖父が建て､

40年間在職 した LocustStreetのTheChurchor

theMessiahは､エリオットの生まれ育った家

(2635LocustStreet)の西側2､3ブロックのと

ころにあり､また､祖父が永く住んだ家 (2660

WashingtonAvenue)は歩いて数分のところにあ

って､そこにはまだ､祖父の立場を引き継いだ

ような姿で祖母が暮らしていた50そして､Wash-

ingtonAvenueの一方には､まだ規模の小さかっ

たワシントン大学の校舎として使われていた建物

が立っていた｡

エリオットの生まれ育った家の敷地は､もともと

祖父の所有する土地であって､その家の裏庭は､塀

を-だてて Marylnstituteの校庭 と境を接 して

いた｡この女子校は､ワシントン大学の設立を成

しとげた祖父が,それに続く事業として友人の助
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力を得て設立 したもので､その校名は､早世 した

ウィリアム･グ1)-ソリーフの娘の名前にちなん

だものであった｡ トムの姉たちは当然､この学校

で学んだが､それだけでたく､こうしたつながり

から､エリオット家の子供たちは､この女子校の

校庭で遊ぶことを許されていた6.この裏庭の塀に

は小さなドアがあり､それを抜けると広い校庭が

あって､そこには 1本のニワウルシ (ailanthus)

の木が立っていた｡この木のそばに立って､ある

いはもたれかかって笑顔を見せる､半ズボンの制

服に帽子をかぶった9歳頃のトム･エリオットの

写真が残っているが､この校庭で遊んだ頃の幸福

な思い出は､晩年の-1)オッTtの心に強 くとりつ

いて離れなかったらしく､この幸福な少年時代を

象徴する小さな ドアやニワウルシの木､そして塀

のむこうから聞こえてくる子供たちの笑い声のイ

メージは､FourQua71etsやFamilyReltnionな

どに繰 り返 し現われている1.

家庭や遊び場だけでなく､学校にも見えざる祖

父の姿があった｡彼は､父や兄が学んだワシント

ソ大学には行かなかったが､彼の幅広い教養の下

地 となる教育を与えたのは､ワシントン大学に

付属する学校としてこれも祖父が創立 したSmith

Academyであった｡彼は10歳から16歳までの7

年間をここで学んだが､卒業に際 しては､卒業生

代表として､いかにも模範生といった趣きの､14

連からなる自作の定形詩を読み上げている｡16歳

の衡 ま､既に祖父の説いた教義には強い疑問を持

っていたはずであるが､彼に与えられた公的な役

柄のためか､その第13連では､人間の教化と社会

の進歩を信じた祖父の孫にふさわしい言葉を記 し

ている｡その原文と拙訳を掲げる｡

Asthoutothydepartingsonshastbeen

Tothosethatfollowmay'stthollbenoless;

Aguidetowarnthem,andafriendtobless

Beforetheyleavethycareforlandsunseen:

Andletthymottobe,proudandserene,

Stillastheyearspassby,theword"Progress!"8

汝のもとを去りゆく我らに汝が与えし如く

あとに続く老たちにもー汝ーわが母校よー

変わらず与え続けんことをQ

汝の子らがー見知らぬ国へと汝の手を離れ行くまで



正しく導く者としてーまた彼らを祝福する

友としてあれ｡

そして年月が過ぎ行こうともー誇り高く静かに

｢進歩｣の言葉を目標に掲げ続けよ｡

彼の母校は､卒業生代表の "Progress!"の願い

にもかかわらず､数年後に閉鎖された｡ しか し､

この詩を続み上げたのが､聴衆を前にして演壇に

立った最初の体験だったと､この4B年後､ワシン

トン大学の創立百年行事に招かれて記念誌演を行

った64歳のエリオットが語っている｡

この講演は "AmericanLiteratureandAmeri-

canLanguage"と題されたものであったが､この

講演の冒頭で彼は､自分が生まれ育ったセントル

イスと自分との関係や少年時代の思い出に触れず

にこの講演を行 うことはどうしてもできないと述

べ､講演の前置きとして SmithAcademyで受け

た古典語中心の教育や､この大学の創立者のひと

りであった祖父について､次のように語っている｡

TheearlyhistoryorthisUniversitywhichmy

grandratherservedwithtirelessdevotion

untilhisdeath,isinextricablyinvolvedfor

meinfamilyandpersonalhistory.Inever

knewmygrandfather:hediedayearbefore

mybirth.ButIwasbroughtuptobevery

muchawareorhim;somuchso,thatasa

childIthoughtofhim asstilltheheadof

thefamily-artllerforwhominabsentiamy

grandmotber stood as vicegerent. The

standard orconductwasthatwhichmy

grandratherhadset;ourmoraljudgements,
Ourdecisionsbetweendutyandself-indu1-

gence,weretakenasif,likeMoses,hebad

broughtdownthetablesortheLaw,any

deviationfromwhichwouldbesinful.9

続いて､この祖父の残 した教えの中で､とりわ

け重要な義務となっていたのが､社会-の奉仕

(tIlelawofPublicService)とい うことであった

として､ユニテリアンの教会､セントルイスの町､

そして大学について､こう述べている｡

ThisoriginalLawofPublicServiceoperated

especiallyinthreeareas:theChurch,the

City,andtheUniversity.TheChurchmeant,

rorus,theUnitarianChurchoftheMessiah,

thensituatedinLocustStreet,afewblocks

westofmyfather'shouseandmygrand-

mother'shouse;theCitywasSt.Louis-the

utmostoutskirtsofwhichtouchedonForest

Park,terminusoftheOliveStreetstreetcars,

andtome,asaclli】d,thebeginnlngOfthe

WildWest;theUniversitywasWashington

University,thenhousedinamodestbuilding

inlowerWashingtonAvenue.Thesewerethe

symbolsofReligion,theCommunityand

Education.10

これが､その半世紀前の彼をとり囲んでいたセン

トルイスの町であった｡ボストンの町を､そ してパ

リとロンドンを知る前のエリオットは､毎年 9カ

年は ミシシッピー河のほとりに住み､夏の 3カ月

はマサチューセッツの海岸の家で過ごす幸福な少

年時代を送った｡

彼はこの講演の前置きを､セントルイスに生ま

れたこと-の感謝の言葉で締めくくっている｡

Iam verywellsatisfiedwithhavingbeen

borninSt.Louis:infactIthinkIwas

rortunatetohavebeenbornhere,ratherthan

inBoston,OrNewYork,OrLondon.ll

Lか しこれほ､64歳のノーベル賞を受けた詩人

の公的な発言と言うべきで､彼はこの25年前には､

自分の親たちが､ニューイングランドとのつなが

りが切れてしまうのを恐れ､何とかそれを失 うまい

と努めていたと語っている｡そしてまた､祖父や親

たちがもつ二つの故郷の間で成長するにつれ､セン

トルイスにいてはニューイングランド人であり､ニ

ューイングランドに行けば南西部の人間であるとい

う奇妙な感じを覚えるようになったという｡

Thefamilyguardedjealouslyitsconnections

withNewEngland;butitwasnotuntilyears

ofmaturitythatIperceivedthatImyself

hadalwaysbeenaNew Englanderinthe

SouthWest,andaSouthWesternerinNew

England‥.hNewEnglandImissedtbelong

darkriver,theailanthustrees,theflaming

cardinalbirds,thehighlimestonebluffs
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wherewesearchedforfossilshell-fish;in

MissouriImissedthefirtrees,thebayand

goldenrod,thesong-Sparrows,theredgranite

andtheblueseaorMassachusetts.12

彼は､ポストソやニューヨークやロンドンに生

まれなかったがゆえに､これらの都市に育った人

間が自然に持つことのできる､その都市の属する

文明-の安定 した帰属感を希薄にしか持つことが

できなかった｡ しか しまた､それゆえに彼はより

鋭敏に､文明というものD伝統を意識するように

なったと思われるのである｡

エリオットが､ヨーロッパの文明とか伝統を意

識するようになるのは､ボストンやパ1)に学んだ

のちのことであったが､少年時代の彼にとって､

いつでも思い出せたのは､マサチューセッツ州グ

ロスターの CapeAnnにあった海辺の家であり､

また暗い大きな河があり､裏の校庭にはニワウル

シの大きな木が立っていて､燃えるような深紅の

羽板をもつ鳥が飛ぶセントルイスであった｡

2.エマソンの見たセントルイス

エマソソは生涯に少なくとも2度､エリオット

牧師の説教に接しており､その2度とも､同門に

学んだ自分より8歳年下のユニテリアソの牧師の

説くところに､高い評価を与えている｡

1852年の暮れ､連続講演のため2週間の予定で

セントルイスにやって来た-マソソは､妻にあて

たこの町からの第2便で､その様子を次のように

書いている｡おわ りに出てくるEdithとは､彼ら

の娘の名である｡

St.Louis

31December1852

DearLidian,

‥ .Thistowninterestsme& Iseekind

adventurouspeople;MrEliot,theUnitarian

minister,istheSaintortheWest,&hasa

sumptuouschurch,&crowdstohearhisreally

goodsermons.ButIbelievenothinkingor

evenreadingmanishereinthe95000souls.
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An abstractionist cannot live near the

MississlppiRiver&theIronMountain.They

havebegunthePacificRailRoad;& the

Rai1roadfrom StAnthony'SFalltoNew

071leans.Suchprojectscannotconsistwith

muchliterature,sowemustexcusethemir

theycannotspellquiteaswellasEdith.1

この ｢西部の聖者｣("theSaintortheWest")

という言葉は､当地でのエリオット牧師の評判で

あったのであろうか､それとも-マソソの受けた

印象を言葉にしたものであろうか｡いずれにせよ､

教会の制約の中での牧師職にあき足らず､ユニテ

リアンの教会を去っただけでなく､--プアード

神学校での有名な講演､いわゆる "TheDivinity

SchoolAddress"(1838)で,教会の形式にとらわ

れることなく､心の正しさと直観のみによって神

を知ることを説き､穏健なユニテ リアンたちから

さえ非難された-マソソのことである｡まわ りの

評判からだけで､説教壇に立つ人間をSaintと呼

ぶような人物ではなかった｡

聖者の印象は､エリオット牧師の不自由な右手

にも宿っていたかもしれない｡この年の3年前､

セントルイスにコレラが流行したが､このときエ

リオット牧師は何週間もの間､休まず病人や死を

待つ人々を訪れ､毎晩3時間はどしか睡眠をとら

ないという生活を続けたため､極度の過労から右

手の麻痔が始まり､以後その右手は回復すること

がなかったという20
-マソソを迎えた41歳のエ リオット牧師は､こ

の地での18年を経て､彼の人生の最も活動的な時

期を送っていた｡彼は既に､-マソソが ｢とても

お金のかかった立派な建物｣ ("asumptuous

church")と呼んだTheChurchorMessiahを建て､

その教会の献堂式に続いて行った説教はDiscouyses

ontheUnityofGodとしてまとめられ､Ameri-

canUnitarianAssociationの図書としてボストン

で出版されたはかりであった｡ しか し､-マソソ

の手紙に人口9万5000人と記されているこの町には､

鉄道建設の波に乗ってつぎつぎに人間や資本が流入

し､西部-の交通の中心地として急速に膨張を続け

ていたにもかかわらず､いまだ大学と呼べるもの

はなく､エ リオット牧師は､東部からやってき

た指導者として､この町にも "readingman"辛



`̀thinkingman"を生み出すべ く､教会での活動

のほか､ワシントン大学の設立に向かって準備を

進める毎 日であった｡

-マソソの手紙の後半からもうかがえるように､

このころのセントルイスは､西と南-の鉄道建設の

拠点として､年ごとに変貌を続けていた｡セント

ルイスへの到着を告げる彼の妻-の第 1便でも､

ケンタッキー州ルイヴィルからの汽船による長旅の

ことを伝えて､川が氷に閉ざされて先-進めない

ことがあると聞かされて不安であったが､そのよ

うなこともな く無事到着できたのは幸運だった｡

しかしシンシナティからの鉄道が開通すれば､距

離は船旅の半分以下になるから､船で旅する人間

はいなくなって しまうだろうと述べて､時代の変

化を予見 している｡

セントルイスは､もともと18世紀にフランスの毛

皮商人たちの貿易中継地として開かれ､やがてケン

タッキーやヴァージニアから開拓民たちが入植 して

町の形をなしていったが､1820年頃の人口といえば

まだ6000人以下であった｡そののち､ドイツやアイ

ルランドからの移民が数多く流入 して町は急激に大

きくなり､ミシシッピー河をめぐる水上交通や輸送

の中心地として栄え､ 1851年に太平洋鉄道 (The

PacificRailroadCompany)がセントルイス塊 卓

に西-と鉄道を敷き始めると､この町は､鉄道建設

とともに空前の発展を続けて､急速に都市化 した｡

この経済的発展は､世紀末に大陸中部の交通の中

心地 としての役割をシカゴに奪われるまで続いた

が､-マソソはこの発展の活力を肌で感じとり､

妻に続いて兄にあてた手紙では､ この町の驚異

的な成長にふれて､もし体力と気力に恵まれた若

者を必ず成功させたいたら､この町に送ることだ

と､次のように書いている｡

Thiscityisawonderfulgrowth,&,ifyou

wouldsendoutayoungmanofenergyto

theverybestassuaranceofsuccess,sendhim

here.3

しか し､この町の成長を底辺で支えたのは､経

済的安定を求めて､あるいはその日の程を求めて

この都市にやってきたヨーロッパからの移民たち

であ り､周辺の辺境からの移住者たちであって､

その多 くは､-マソソが､自分の娘のイーディス

ほどにも字の書けないと言ったような人々であっ

た｡ (1850年のセントルイスの住民の 3分の 1は

ドイツで生まれた人々であ り､ 1860年には､この

町の人口18万6000人のうち､アメリカ国内で生

まれた人々は､その半数以下であった｡)4

エ リオット牧師が40年間､たゆまず教化を続け

なければならなかったのは､こうしたマモソの力

によってこの都市に吸い寄せられて くる若老たち

や移民たちであ り､こうした人々を迎えて膨らん

でゆ くこの町にあぅて､彼の説教を聞きにメサイ

ア教会に集まって くる人々であった｡

それでは,エマソソが "hisreallygoodser-

mons"と呼び､その20年後にも再び "anexcellent

sermon叫と呼んだウイリアム ･グ])-ソリーフ ･

エ リオットの説教は､いったい､いかなるものだ

ったのだろうか｡

Notes

は じめ に
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